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赤外線テレビカメラを用いて金属部品の表面欠陥を自動的に行う検査システ

ムを試作した。検査には、欠陥のない標準画像から作成したマスクパターンと

検査部品の赤外線画像を用いた。マスクパターンは、標準試料を加熱して、赤

外線テレビカメラで画像を取り込み、適当なしきい値を与え二値化して生成し

た。検査画像は、検査部品を加熱して赤外線テレビカメラでコンピュータのビ

デオメモリに取り込んだ。検査は、欠陥の特徴パラメータ抽出して推論するこ

とによって判定した。そして、次の結果を得た。 

1. 欠陥の特徴パラメータを増やすことにより、前年度に行った実験より判

定が向上した。 

2. 特徴パラメータを用いて推論することにより、欠陥を判定することがで

きた。 

3. 多くの位置決めノイズから欠陥を分離することができた。 

 

*1機械電子部 
*2現）商工部計量保安課 

 


